
（別紙３）

～ R7年１０月８日

（対象者数） 2人 （回答者数）
2人

～ R7年１０月８日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに充実を図るために、子ども一人ひとりの発達や行動を

アセスメントする力を高めるケース検討を実施し、発達ニー

ズに応じた活動内容を提供していきます。

2

職員の専門性を高めるため、発達支援方法やアプローチを学

び、具体的な支援方法について職員間で意見交換を行い、実

践力を高めます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者の声をきき、保護者のみなさんのニーズに応じた開催

を検討していきます。

2
保護者がより安心できるように、様々な方法で情報を発信し

てまいります。

保護者同士の交流機会が実施できていない 開所1年に満たないため、実施する機会がなかった。

情報発信が弱い
個別で必要な情報をお伝えしているのみのため、十分な時間

と情報量が不足していた。

児童一人ひとりに合わせた支援をしている。
子どもの状態を確認しながら、職員間、児童発達支援管理責

任者と情報を共有し、相談しながら支援を行っています。

プログラム、サービス提供について、全職員で連携して実施

している。

朝礼ミーティングを日々実施して、全職員で話し合い、情報

共有、プログラム作成を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

R7年９月２９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R７年１０月２３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 みらいっこ

○保護者評価実施期間
R7年９月２９日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


